
あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
 そ
し
て
、
新
し
い
時
代
へ
…

そ
し
て
、
新
し
い
時
代
へ
…

合
併
特
集

合
併
特
集
号

合
併
特
集

合
併
特
集
号

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
 そ
し
て
、
新
し
い
時
代
へ
…

そ
し
て
、
新
し
い
時
代
へ
…

合
併
特
集
号

あ
り
が
と
う

　
 そ
し
て
、
新
し
い
時
代
へ
…

上
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

上
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式
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新
生「
東
北
町
」誕
生

新
生「
東
北
町
」誕
生

合併特集号

新
生「
東
北
町
」誕
生

新
生「
東
北
町
」誕
生

新
生「
東
北
町
」誕
生

本庁舎本庁舎

分庁舎分庁舎

役場本庁舎、分庁舎とも
　 順調に業務がスタートしました
役場本庁舎、分庁舎とも
　 順調に業務がスタートしました

▲東北分庁舎東北支所の開庁式での除幕式

20052005

3.313.31
20052005

3.313.31
2005

3.31
▲開庁式には新町議会議員や
　職員ら約150人が参加

▲開庁式であいさつする
　向井榮一町長職務執行者

▲東北本庁舎の開庁式での除幕式

小
川
原
湖

東北町東北町東北町東北町東北町東北町東北町



合併特集号3

新
生「
東
北
町
」誕
生

新
生「
東
北
町
」誕
生

▲

　
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一

日
、
上
北
町
と
東
北
町
が
合

併
し
、
新
生
「
東
北
町
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
東
北
町
役
場
本
庁
舎
（
旧

上
北
町
役
場
）
と
分
庁
舎
（
旧

東
北
町
役
場
）
で
は
、
新
町

議
会
議
員
や
職
員
ら
が
参
加

し
て
開
庁
式
が
行
わ
れ
、
向

井
榮
一
町
長
職
務
執
行
者
が

「
い
よ
い
よ
『
新
東
北
丸
』

が
船
出
し
ま
し
た
。
航
海
の

中
で
嵐
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
合

併
を
し
て
良
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
町
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
向
井
榮
一
町

長
執
行
者
、
旧
町
議
会
議
長

ら
が
銘
板
の
除
幕
式
を
行
い
、

東
北
町
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
新
し
い
歴
史
が

ス
タ
ー
ト
す
る
「
東
北
町
」
を
、

こ
れ
か
ら
を
生
き
る
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
手
で
つ
く

り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

役場本庁舎、分庁舎とも役場本庁舎、分庁舎とも
　 順調に業務がスタートしました順調に業務がスタートしました

▲分庁舎窓口の様子

本
庁
舎
窓
口
の
様
子

役場本庁舎、分庁舎とも役場本庁舎、分庁舎とも
　 順調に業務がスタートしました順調に業務がスタートしました
役場本庁舎、分庁舎とも
　 順調に業務がスタートしました

▼向井榮一町長職務執行者から辞令交付を受ける職員

▲辞令交付式で整列する職員

2005

3.31
2005

3.31

東北町東北町東北町
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いい日上北町閉町記念式典
上北町を語る会
上北町閉町記念式典
上北町を語る会

東北町閉町記念式典東北町閉町記念式典東北町閉町記念式典東北町閉町記念式典東北町閉町記念式典旅立ち旅立ちいい日 旅立ち旅立ち旅立ち

合併特集号

▲式辞を述べる向井町長
▲向井町長と沼山町議会議長が2人で町旗を降納

▲東翔太鼓（東北東中学校）

▲鳥舞、八幡舞（保戸沢神楽保存会）

▲歌謡（こだまコーラス） ▲参加者全員で万歳三唱

▲権現舞（水喰神楽保存会） ▲舞踊（舞踊佳扇会）

東北町閉町記念式典が3月20 　　　ティーセンターで、日、東北町コミュニ　　　　　　ティーセンターで、

上北町閉町記念式典が3月27 　　　で盛大に開催され、町の歴史に思いをはせました。日、上北町民体育館　　　　　　で盛大に開催され、町の歴史に思いをはせました。

東北町閉町記念式典が3月20 　　ティーセンターで、日、東北町コミュニ　　　　　　ティーセンターで、

上北町閉町記念式典が3月27 　　で盛大に開催され、町の歴史に思いをはせました。日、上北町民体育館　　　　　　で盛大に開催され、町の歴史に思いをはせました。

　　ティーセンターで、

　　で盛大に開催され、町の歴史に思いをはせました。



5

いい日いい日上北町閉町記念式典上北町閉町記念式典
上北町を語る会上北町を語る会
上北町閉町記念式典上北町閉町記念式典
上北町を語る会上北町を語る会
上北町閉町記念式典
上北町を語る会

東北町閉町記念式典東北町閉町記念式典旅立ちいい日いい日 旅立ちいい日

合併特集号

▲竹内町長と阿部町議会議長が2人で町旗を降納

▲式辞を述べる竹内町長

▲彩湖舞姫会による小川原湖ソーラン

▲「祝舞」若柳流

▲沼崎念仏鶏舞

▲小川原神楽連中保存会に
　よる神楽 ▲上北中吹奏楽部の伴奏に合わせて参加者全員が町民歌を合唱

▲

小
中
学
生
が
「
将
来
の
夢
」
や

「
町
に
望
む
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文
を
発
表

会場には、ねぶた絵師 竹浪比呂央氏が小川原湖伝説を題材に描いたねぶたの下絵を展示。
青森菱友会の迫力のあるねぶた囃子に合わせ、上北中生がねぶたの舞を披露
会場には、ねぶた絵師 竹浪比呂央氏が小川原湖伝説を題材に描いたねぶたの下絵を展示。
青森菱友会の迫力のあるねぶた囃子に合わせ、上北中生がねぶたの舞を披露

平成17年青森ねぶたに「小川原湖伝説」出陣！平成17年青森ねぶたに「小川原湖伝説」出陣！

東北町閉町記念式典が東北町閉町記念式典が3月2020日、東北町コミュニ　　　日、東北町コミュニ　　　　　　ティーセンターで、

上北町閉町記念式典が上北町閉町記念式典が3月2727日、上北町民体育館　　　日、上北町民体育館　　　　　　で盛大に開催され、町の歴史に思いをはせました。

東北町閉町記念式典が東北町閉町記念式典が3月2020日、東北町コミュニ　　　　日、東北町コミュニ　　　　　　ティーセンターで、

上北町閉町記念式典が上北町閉町記念式典が3月2727日、上北町民体育館　　　　日、上北町民体育館　　　　　　で盛大に開催され、町の歴史に思いをはせました。

東北町閉町記念式典が3月20日、東北町コミュニ　　　　

上北町閉町記念式典が3月27日、上北町民体育館　　　　
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6合併特集号

　
町
政
の
様
々
な
分
野
で
貢
献
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
褒
賞
状
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
町
褒
賞
受
賞
者

◇
地
方
自
治
功
労

　
下
　
浅
　
與
　
七
　
氏

　
多
年
東
北
町
農
業
委
員
会
委
員
の
職
に
あ
っ

　
て
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
尽
く
し
こ
の
間
会

　
長
を
一
期
歴
任
し
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

　
貢
献
し
た
功
績

◇
社
会
教
育
功
労

　
伊
　
賀
　
み
　
つ
　
氏

　
多
年
連
合
婦
人
会
会
長
等
の
要
職
に
あ
っ
て

　
社
会
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
功
績

◇
社
会
福
祉
功
労

　
乙
　
供
　
房
　
子
　
氏

　
多
年
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
等
と

　
し
て
要
保
護
者
の
援
護
指
導
に
尽
く
し
社
会

　
福
祉
の
向
上
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
た
功
績

◇
納
税
功
労

　
濱
　
中
　
駿
　
三
　
氏

　
多
年
納
税
貯
蓄
組
合
長
等
の
要
職
に
あ
っ
て

　
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
並
び
に
組
織
の
指
導

　
育
成
に
貢
献
し
た
功
績

◇
消
防
功
労

　
松
　
山
　
富
士
保
　
氏

　
多
年
消
防
団
副
団
長
等
と
し
て
消
防
業
務
に

　
精
励
し
地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽

　
く
し
公
益
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
た
功
績

　
吹
　
越
　
長
　
助
　
氏

　
多
年
消
防
団
分
団
長
等
と
し
て
消
防
業
務
に

　
精
励
し
地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽

　
く
し
公
益
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
た
功
績

　
添
　
野
　
清
四
郎
　
氏

　
多
年
消
防
団
副
分
団
長
等
と
し
て
消
防
業
務
に

　
精
励
し
地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽
く

　
し
公
益
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
た
功
績

　
大
　
杉
　
鉄
　
男
　
氏

　
多
年
消
防
団
部
長
等
と
し
て
消
防
業
務
に
精

　
励
し
地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽
く

　
し
公
益
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
た
功
績

　
高
　
山
　
寛
　
一
　
氏

　
多
年
消
防
団
班
長
等
と
し
て
消
防
業
務
に
精

　
励
し
地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽
く

　
し
公
益
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
た
功
績

　
伊
　
藤
　
義
　
昭
　
氏

　
多
年
消
防
団
班
長
等
と
し
て
消
防
業
務
に
精

　
励
し
地
域
住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽
く

　
し
公
益
と
民
生
の
安
定
に
貢
献
し
た
功
績

◎
感
謝
状
受
賞
者

　
沼
　
山
　
好
　
衛
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
組
合
長
等
と
し
て

　
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
功
労

　
沼
　
山
　
助
　
定
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
組
合
長
等
と
し
て

　
納
税
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
功
労

　
小
　
原
　
泰
　
藏
　
氏

　
町
助
役
を
歴
任
す
る
な
ど
町
職
員
と
し
て
永

　
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

　
し
た
功
労

　
乙
　
部
　
せ
　
つ
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
長
等
と
し

　
て
社
会
福
祉
の
向
上
発
展
に
貢
献
し
た
功
労

　
中
　
山
　
郁
　
子
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
等
と
し

　
て
社
会
福
祉
の
向
上
発
展
に
貢
献
し
た
功
労

　
久
保
田
　
ト
キ
ヱ
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進
会
会
長
等
と

　
し
て
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
に
貢
献
し
た
功
労

　
松
　
本
　
敏
　
幸
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
倉
内
地
区
酪
農
農
業
協
同
組

　
合
役
員
と
し
て
畜
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献

　
し
た
功
労

　
浜
　
田
　
　
　
薫
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
ら
く
の
う
青
森
農
業
協
同
組

　
合
役
員
と
し
て
畜
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献

　
し
た
功
労

　
高
　
松
　
仁
三
郎
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
北
栄
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
組
合
長

　
と
し
て
畜
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
功
労

　
大
　
杉
　
昭
　
一
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
北
栄
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
組
合
長

　
と
し
て
畜
産
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
功
労

　
岡
　
山
　
久
五
郎
　
氏

　
永
年
に
わ
た
り
滝
沢
平
土
地
改
良
区
役
員
と

　
し
て
農
業
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
功
労

▲向井町長より受賞者全員に褒賞状等が贈られました。



おめでとうございますおめでとうございます

7

　
町
政
の
様
々
な
分
野
で
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
に
褒
賞
及
び
表
彰

状
が
、
新
東
北
町
誕
生
記
念
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
児
童
・
生
徒

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

合併特集号

上
北
町
褒
賞
等
受
賞
者

上
北
町
褒
賞
等
受
賞
者

◎
上
北
町
褒
賞

◆
町
議
会
議
員
‐
楢
舘
長
吉
、
新
山

　
半
十
郎
、
山
田
己
之
吉
、
和
田
孫

　
兵
衛

◆
元
町
議
会
議
員
‐
市
川
清

◆
元
消
防
団
員
‐
瀬
川
與
一
郎
、
和

　
田
勇
治

◆
文
化
協
会
員
‐
垣
内
昭
一
郎

◆
納
税
貯
蓄
組
合
員
‐
米
内
山
章

◎
特
別
栄
誉
賞

◆
元
騎
手
‐
佐
々
木
竹
見
、
柴
田
政

　
人

◆
元
大
相
撲
力
士
‐
和
田
耕
三
郎

◎
特
別
功
労
賞

◆
騎
手
‐
柴
田
善
臣

◎
上
北
町
表
彰
（
自
治
関
係
）

◆
町
議
会
議
員
‐
阿
部
博
光
、
蛯
名

　
政
勝
、
瀬
川
巌
、
楢
崎
喜
美
男
、

　
新
山
賢
司
、
蛯
名
重
則
、
森
川
盛

　
人

◆
元
町
議
会
議
員
‐
蛯
名
正
孝
、
甲

　
田
肇

◆
元
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
‐
坂
本

　
隆
介
、
町
屋
良
一

◆
人
権
擁
護
委
員
‐
蛯
名
秀
峯

◆
元
人
権
擁
護
委
員
‐
蛯
名
文
俊

◆
元
行
政
相
談
員
‐
新
山
要
之
助

◆
行
政
連
絡
協
力
員
‐
中
野
保
固
、

　
和
田
竹
千
代

◆
元
行
政
連
絡
協
力
員
‐
町
屋
誠
、

　
楢
崎
正
蔵
、
蛯
名
七
之
助
、
蛯
名

　
千
代
吉
、
森
川
清
、
中
岫
正
造
、

　
蛯
名
吉
松
、
盛
田
生
十
二
、
森
川

　
隆
治
、
木
村
驍
（
故
）

◆
農
業
委
員
会
委
員
‐
和
田
勝
雄

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
‐
松
本

　
祐
次
郎

◎
上
北
町
表
彰
（
教
育
・
文
化
関
係
）

◆
教
育
委
員
‐
林
恒
雄

◆
社
会
教
育
委
員
‐
酒
井
廣
徳
、
米

　
内
山
サ
ツ
、
蛯
名
ツ
ヨ
子

◆
体
育
指
導
委
員
‐
蛯
名
貴
大
、
佐
々

　
木
宏
、
川
村
二
四
夫
、
尾
形
文
治
、

　
新
山
泰
子

◆
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
‐
蛯
名

　
篤
信

◆
元
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
‐
蛯

　
名
ト
セ
、
町
屋
茂

◆
文
化
財
審
議
委
員
‐
高
松
文
男
、

　
小
林
繁

◆
元
文
化
財
審
議
委
員
‐
織
笠
時
雄
、

　
和
田
英
彦

◆
多
額
寄
付
者
‐
内
山
㈱
、
谷
伊
商

　
事
㈱
、
森
田
創
人
、
蛯
惣
靴
店
、

　
蛯
名
喜
代
人

◎
上
北
町
表
彰
（
保
健
・
衛
生
関
係
）

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
‐
蛯
名
利
男

◆
食
生
活
改
善
推
進
員
‐
中
野
幸
子
、

　
市
川
正
子
、
竹
内
節
、
大
坂
き
み
、

　
坂
本
京
子
、
中
野
京
子

◆
元
食
生
活
改
善
推
進
員
‐
森
川
セ

　
ツ
、
蛯
名
由
吏
子

◆
保
健
協
力
員
‐
小
原
艶
子
、
新
山

　
ト
ワ
、
山
田
せ
つ
、
蛯
名
キ
ヨ
エ
、

　
新
山
み
つ
、
新
山
美
矢
子

◆
元
保
健
協
力
員
‐
蛯
名
真
理

◎
上
北
町
表
彰
（
社
会
福
祉
関
係
）

◆
更
生
保
護
女
性
会
員
‐
二
ツ
森
ミ

　
ツ
、
蛯
名
茂
子
、
秋
山
て
る
、
石

　
田
瑞
江
、
土
岐
和
子
、
松
本
陽
子
、

　
佐
藤
キ
ヤ
、
瀬
川
い
う
、
内
山
よ

　
し
の
、
蛯
名
ウ
メ
、
蛯
名
ト
ワ
、

　
平
上
ヱ
ス
、
杉
山
ク
ニ
、
蛯
名
慶

　
子
、
蛯
名
キ
ヨ
、
竹
内
浪
子
、
蛯

　
名
ノ
ブ
、
浅
井
信
子
、
高
田
ア
ヱ
、

　
小
林
絹

◆
保
護
司
‐
蛯
名
敏
彦

◆
元
保
護
司
‐
蛯
名
保
文

◆
奉
仕
活
動
‐
工
藤
長
六

◎
上
北
町
表
彰
（
防
犯
・
交
通
・
消

　
防
関
係
）

◆
防
犯
指
導
隊
員
‐
大
池
良
一
、
米

　
内
山
達
雄
、
小
笠
原
金
見
、
大
坂

　
勝
吉
、
松
尾
桂
、
沼
田
範
雄
、
蛯

　
名
勲
、
蛯
名
精
、
沼
村
豊

◆
交
通
指
導
隊
員
‐
小
笠
原
勝
彦
、

　
柴
田
満
弘
、
米
内
山
寧
夫
、
森
川

　
良
信

◆
消
防
団
員
‐
大
坂
宏
、
千
葉
勝
志
、

　
野
村
寛
、
蛯
名
広
人
、
新
舘
金
次

　
郎
、
蛯
名
富
治
、
瀬
川
幸
一
、
蛯

　
名
修
、
千
葉
政
彦
、
沼
山
勝
一
、

　
野
村
昇
、
阿
部
繁
、
坂
本
武
雄
、

　
高
松
博
幸
、
佐
々
木
博
英
、
織
笠

　
文
雄
、
新
山
助
十
郎
、
小
笠
原
秀

　
文
、
米
内
山
秀
博
、
坂
本
宏
、
楢

　
舘
房
志
、
田
嶋
勝
則
、
佐
々
木
英

　
明
、
阿
部
貞
次
、
米
内
山
英
明
、

　
蛯
名
寿
、
町
屋
牧
夫
、
米
内
山
晴

　
彦
、
石
田
敏
美

◆
元
消
防
団
員
‐
宮
里
武
雄
、
瀬
川

　
清
一
、
葛
巻
勲
、
新
山
喜
定
、
小

　
笠
原
繁
志
、
立
崎
明
彦
、
坂
本
徳

　
栄
、
蛯
名
源
次
、
秋
山
光
一
郎
、

　
楢
崎
剛
、
柴
田
満
雄
、
高
松
寿
和
、

　
柴
田
瑞
、
高
田
勝
夫
、
高
田
勝
人
、

　
瀬
川
力
之
進
、
佐
々
木
哲
也
、
佐
々

　
木
藤
一
、
蛯
名
喜
幸
、
蛯
名
孝
、

　
和
田
徳
導
、
蛯
名
市
美
、
和
田
勝

　
治
、
和
田
恵
治
、
和
田
寿
、
野
田

　
誠
一
、
新
山
恭
章
、
大
坂
兼
松
、

　
沼
山
初
穂
、
沼
口
馨
、
小
笠
原
政

　
喜
、
市
川
喜
悦
、
野
村
富
雄
、
米

　
内
山
幸
雄
、
阿
部
義
政

〔
新
町
誕
生
記
念
作
文
入
賞
者
〕

【
第
一
小
学
校
】

▽
最
優
秀
賞
‐
瀬
川
真
実
子

▽
優
秀
賞
‐
蛯
名
亜
里
紗
、
稲
垣
星

　
那

【
上
北
小
学
校
】

▽
最
優
秀
賞
‐
蛯
名
菜
々
子

▽
優
秀
賞
‐
駒
形
里
帆
、
野
田
安
貴

　
子

【
小
川
原
小
学
校
】

▽
最
優
秀
賞
‐
市
川
優
香

▽
優
秀
賞
‐
沼
澤
梢
、
沼
澤
亜
紀

【
上
北
中
学
校
】

▽
最
優
秀
賞
‐
米
倉
和
希

▽
優
秀
賞
‐
蛯
名
亮
太
、
和
田
瑞
紀 ▲作文コンクール入賞者には表彰状とタイムカプセルが贈られました。

▲竹内町長より褒賞状等が手渡されました。
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あ
り
が
と
う

　
 そ
し
て
、
新
し
い
時
代
へ
…

上
北
町
閉
庁
式

上
北
町
閉
庁
式

▲町四役と町議会議員、職員全員で
　記念撮影

　出席者全員が見守る中、町章を降納

竹
内
町
長
と
阿
部
議
会

議
長
が
銘
板
を
降
納

▲

町
四
役
と
退
職
職
員
ら
に

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た

▲

▲

　
上
北
町
役
場
閉
庁
式
が
三
月
三
十
日
午
後
五
時

か
ら
庁
舎
正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
庁
式
に
は
、
町
議
会
議
員
や
職
員
ら
約
百
五

十
人
が
出
席
。
竹
内
町
長
と
阿
部
町
議
会
議
長
の

手
に
よ
り
「
上
北
町
役
場
」
の
銘
板
が
降
納
さ
れ
、

上
北
町
役
場
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

　
東
北
町
役
場
閉
庁
式
が
三
月
三
十
日
午
後
五
時

か
ら
庁
舎
正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
庁
式
に
は
、
町
議
会
議
員
や
職
員
ら
約
百
五

十
人
が
出
席
。
町
章
と
町
旗
が
降
納
さ
れ
、
東
北

町
役
場
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

上北町

東北町東北町

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

上
北
町
閉
庁
式

上
北
町
閉
庁
式

上
北
町
閉
庁
式

上北町

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式

東
北
町
閉
庁
式


